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１．概要（Summary） 

我々は大気圧プラズマ装置を照射した溶液が脳腫瘍

細胞に対してプログラム細胞死として知られるアポトーシ

スを誘導することを発見した。この溶液をプラズマ活性溶

液（Plasma-activated medium, PAM）と名付けた。本

研究では超高密度大気圧プラズマ装置を利用してプラズ

マ活性溶液を作成し、細胞に投与し細胞に対する効果を

顕微鏡等を用いて調べたり、活性溶液中の活性種を

In-situ電子スピン共鳴法を用いて解析する。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 超高密度大気圧プラズマ装置、

In-situ電子スピン共鳴（ESR）、表面解析プラズマビーム

装置 

【実験方法】 

超高密度大気圧プラズマ装置を用いて培養液に対し

てプラズマ照射を行い、プラズマ活性培養液（PAM）を作

製した。PAMを様々な脳腫瘍培養細胞に投与し、PAM

に対する細胞応答の違いを調べた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

PAMを 3種類の脳腫瘍培養細胞 10000細胞に投与し

たところ、PAMに対する感受性の違いが見られた（Fig. 

1）。 
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Fig. 1. PAM had different effects on the cell 

viability of the three glioblastoma cell lines. 


